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平成３０年７月～平成３０年９月 

 

７ 二合田用水の再現について <平成３０年７月４日>  

                                 ( 榎戸 松本 良子 ) 

 二合田用水が二本松市街道路の中央を流れていて、生活用に使われていたと聞きます。 

本町の再開発の話があれば、是非、二合田用水再現を考えてみてはと思います。町中に水の流れがあ

るのは素敵です。 

【内容を確認し、次のとおり回答しました】 

 松本様のご指摘のとおり、本町地区をはじめ町野街は江戸期まで通りの中央を用水が流れており、

町人の生活水として利用されておりました。 

 現時点で本町地区の再開発の計画はございませんが、具体的な計画策定の際には、松本様から頂い

た貴重なご意見を参考に、将来を見据えたまちづくりを進めさせていただきます。 

（事務取扱：都市計画課市街地整備係） 

 

８ 三世代同居住宅改修助成金について <平成３０年６月２９日>  

                                  ( 匿 名 ) 

 三世代同居改修助成金について、市内の事業者だけが対象とありますが市は業者を斡旋してるんで

すか？もしくはバックマージンでももらってるのですか？市内に居住して税金も納めてるのに業者が

市内じゃないだけで助成が受けられないのはおかしいと思います。 

 三世代同居不動産取得税の特例措置についても直系三世代とありますが、今の時代 二世代同居（娘

が旦那さんを連れてきて同居）もあたりまえの時代なのだから、市内に居住して税金納めてる者には

助成すべきだと思います 

きちんと二本松市に税金納めてるのに不公平だと思います。 

【内容を確認しました。貴重なご意見ありがとうございました】 

 

１１ 市職員の社会人枠採用試験の新設について <平成３０年７月９日>  

                                        ( 匿 名) 

 二本松市職員の採用試験に社会人枠を設けてほしいです。臨時職では生活が安定させられず 3年と

いう期間のしばりがあるので応募をためらってしまいます。 

二本松市の役に立ちたいという気持ちを持ちこれまで民間で積んだ経験を活かせる機会をぜひ作って

いただけたら･･･と思います。（年齢上限は高めでお願いしたいです） 

【内容を確認しました】 

 

１２ 大型商業施設の誘致について <平成３０年７月９日>  

                                 ( 匿 名 ) 

 郡山から二本松に転入して役５ヶ月になります。 

住んでみて「二本松には、なぜ大型商業施設がないんだろう？」と疑問に思っています。 

郡山には「イオンフェスタ」がありますが、そこまで大きくない。伊達に「イオンモール」ができる

話もあるようですが、計画止まってますよね？その間に小名浜に完成しました。 

郡山には大きな映画館もないです。テアトルは音響もよくないので、必ず福島まで行ってました。 

４号沿いの「ダイナム」さんの周辺だったら、インターも近く４号沿いでもあるので、「イオンモール」

を作るには、最高の立地だと思います。（通るたびにいつも感じています） 

映画館（イオンシネマ）も入れば、かなりの人が二本松に足を運ぶと思います。今まで福島までの通

過でしかなかった人達が、二本松でお金を使ってくれるようになるんです。もっと若い人たちが足を

運んでくれて、活気ある街になってほしいと思い、意見を述べさせて頂きました。 
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【内容を確認し、市から礼状を送付しました】 

 

１３ 油井高齢者能力活用センターエアコン取り付け･市民会館のトイレの水圧について      

<平成３０年７月２０日> (智恵子の森 佐藤 富美子) 

(1）油井高齢者能力活用センターエアコン取り付け 

前略 

猛暑が続いており、毎日体調管理大変です。長寿でも仲間の催しにはなるべく参加する様に心がけて

おります。健康のためと思い。 

私達の団地内の建物（智恵子の活用センター（油井高齢者能力活用センター））には年寄りが参加する

のが多いのですが、今時まだクーラーが一台も取り付けてありません。熱中症に気を付け、皆さんと

交流出来る様、早急にご検討をお願い致します。 

（2）市民会館のトイレの水圧 

7月 8日に市民文化センターに「NHK民謡魂公開収録」に行った際に、一度に大勢の方が利用するせい

か、トイレ(特に様式)の水圧が弱く、流れない。対応を検討してほしい。 

【内容を確認し、次のとおり回答しました】 

 油井高齢者能力活用センターへのエアコン取り付けにつきましては、来年度以降設置するよう努力

してまいります。毎日暑い中、申し訳ありませんが、今年度につきましては、既存の扇風機での対応

をお願いいたします。 

（事務取扱：安達支所地域振興課市民福祉係） 

 

１７ (1)弱者に優しいまちづくり  

(2)小学校の統廃合と人口減少対策  

(3)災害の少ない安心･安全の情報発信について  <平成３０年７月１８日> 

(南トロミ 渡邊 清一) 

 (1)弱者にやさしい街造り障がい者やお年寄りにやさしい街二本松を作ってほしい。 

大型店を誘致し障がい者用の駐車スペースを確保して車イスの方や体の弱い方が安心して買い物がで

きる街。 

 (2)小学校を統合してその跡地に都会の介護を必要とする方々と介護士ヘルパー共々受け入れ、人口

減少をゆるやかにする。 

(3)二本松の災害の少ない〝安心･安全〟を全国に情報発信する。 

【内容を確認し、市から礼状を送付しました】 

 

１８ 戊辰 150年事業に関連した観光戦略について <平成３０年７月２０日>  

                                     (表 佐藤 弘子) 

 〝戊辰〟の戦い 150年を契機に二本松少年隊士の誇りを今二本松に生きる市民の 1人 1人の心に写

して二本松の観光においでになった方々に示し合う。 

そのための具体例 

１.まちの中や各家庭住宅周辺を美しく。花よりごみのない雑草のないまち。住宅周辺は乱雑解消（お

城山 周辺の草刈りはとても良いと思う） 

２.金もうけになるよりは1番は心にのこるおもてなしの工夫。 

３.市民みんなの二本松ガイド講座の開催 

４.先進地観光大使派遣事業の実施 

【内容を確認し、市から礼状を送付しました】 
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１９ 観光戦略について <平成３０年７月２３日>  

                                     (根崎 齋藤 正) 

 二本松は県内で会津藩に次ぐ石高の城下町だったのでその歴史的文化的遺産があります。春に 

全山桜花で埋め尽されて霞ヶ城と呼ばれる城跡や、提灯祭りなどです。また、住民には戊辰戦争で示

された一糸乱れぬ寄り添う心も残っています。その反面、他県の人から「保守的で欲が無い」とも評

されます。日本三大提灯祭りと言われる二本松提灯祭りは、ねぶた･かんとうに比べて全国的知名度が

ありません。その原因は欲の無さであり、観光資源としての売り出しに躊躇する住民意識です。 

 以前、かんとうの時期に秋田に出張して場末のスナックに入り、かんとうのロゴが入ったＴシャツ

を貰い行政と住民が一体となる意思の強さを感じました。 

 行政主導の売り込みと住民意識の一体化が無ければどんなに素晴らしい祭りであっても「自分たち

が楽しむだけの祭り」で終わってしまいます。福島県を代表する祭りとして東北六魂祭に売り込む位

の気概を持ちたいものです。 

【内容を確認し、市から礼状を送付しました】 

 

２０ 高齢者の「温泉等利用健康増進事業利用券」について <平成３０年７月２７日>  

                                     (沖 桑原 美恵子) 

 二本松市高齢者温泉利用券にかんして、500×5枚の券にしてもらえたならば城山プールとか岳温泉

の湯とかに利用の幅が広がるのだが考えてもらえると、とても嬉しく思いますがどうでしょうか。 

【内容を確認し、次のとおり回答しました】 

 当市の高齢者温泉等利用健康増進事業利用券は、高齢者の皆さんが日頃の疲れを癒し、楽しいひと

時を過ごしていただくため温泉施設を日帰りまたは宿泊及び定期券購入の際の一部としてご使用いた

だいております。また、二本松しんきん城山プールにつきましても、定期券購入の際にご利用いただ

き好評を得ているところでございます。 

 今回、５００円券への分割、岳の湯での利用拡充などについて、ご提案をいただきましたが、運用

面など難しい課題もありますが、事業目的である高齢者の健康の増進及び閉じこもりの解消につなが

るよう検討してまいりたいと考えております。なお、城山プールにおいては６０歳以上の方の１ヶ月

定期券が３，２００円となっており、原稿の２，５００円の利用券に７００円のご負担でご利用いた

だけることから、当面はこの手法でご使用いただければ幸いに存じます。 

（事務取扱：高齢福祉課長寿福祉係） 

 

２２ 仮設住宅の活用について <平成３０年８月７日>  

                                       (匿名)  

 今回の西日本豪雨では、大変多くの被害が出ました。家族を失った方、大切な物をなくされた方、

住む家をなくされた方、先行きの見えない生活を余儀なくされている方々が沢山いらっしゃいます。

７年前の大震災の時と同じように。大地震の苦労や努力、諦めない気持ちがあったからこそ、今の生

活があります。 

 西日本で困っている方に、現状で使用できる仮設住宅を開放するのは如何でしょうか？仮設住宅の

老朽化も心配ですが、遠い福島県までおいでになる方がおられるのでしたら、是非、お力添えをお願

い致します。 

【内容を確認しました。貴重なご意見ありがとうございました】 

 

２３ ようたすカーとデマンドタクシーの運行について <平成３０年８月７日>  

                                      (油井 久保 美保) 

 ようたすカーとデマンドタクシーの名称統一と運行範囲が市内全域になるよう希望します。 

旧市内、安達･岩代･東和とわけるのは使い勝手が悪いと思います。高齢者の通院、外出を支えるため
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にもぜひ検討していただきたいです。  

【内容を確認し、市から礼状を送付しました】 

 


